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●常務理事の山村さんが復活され今週からニュース原稿を書いてくださっています。 

 

●木津川希少種植生調査管理業務のうち除草作業が大筋刈草の運び出し完了する 

2020 年度の木津川植生調査管理業務のうちの除草作業が完了しました。貴重植物 京都府のレッ

ドデータブックに掲載されているマキエハギ、フナバラソウ、オオバクサフジ、レンリソウ、イヌ

ハギ、タコノアシ、アサザが絶滅寸前種に指定されていて、私たち里山の会が生育地を調査し、管

理しています。そして特徴ある植物としてタヌキマメやスズサイコ、カワラサイコなどの生育地の

維持管理をしています。個所数では 40ヵ所、面積では 16000 ㎡になり八幡市の旧東小学校付近か

ら木津川市加茂町小谷に及ぶ大変広範囲にわたって調査管理を行っています。今年はこの調査に伊

藤千恵子さんを責任者に 7人が調査を受け持っていただきました。 

年間 14日に及びました・最初は開花しないとわかりづらく苦労しましたが、徐々に眼力がついて

きました。多くの皆さんにご案内ができるところまでと思ってがんばっています。 

  

 

●今年 2020 年度の炭焼き体験 原木確保に目途がつく 

昨年実施した 2回目の炭焼体験は出来上がった炭を炭窯に閉じ込めたままにしています。次回炭焼

をするまでそのままにしてあります。今年も原木の確保ができるか不確実であったためです。炭の

原木を確実に山から切り出す作業はなかなか大変で、切り倒して窯に入る長さにまで切り揃えるま

でが人力に頼らなければなりません。約１窯分の原木は軽トラックに山盛り 4杯分になりますが、

重労働なので辛い作業になります。大勢の人数だと簡単なのですが・・・・。今年も実行できるか

不安だったのですが、寸法が揃った原木が用意できたので炭焼術の伝承を狙って開催できることに

なりました。今日では本格的な炭焼き釜を使っての体験学習は出来ない状況になってきました。貴

重な経験をしておいてください。募集人数を制限して行います。週刊ニュースを注目ください。 

 

●地域説明会会場と展示内容が決まりました 

 これまで数回にわたり案内をおこなってきましたが、2月 6日は八幡市の四季彩館、2 月 7日宇

治市生涯学習センター、2月 11 日は京田辺市の中部住民センター、2月 14 日木津川市のいずみホ

ール、2月 20 日は城陽市の文化ホールでいずれも午前 10時から開場することに決まりまました。

中心的なものはイタセンパラの生態の説明になります。そのほかにやましろの歴史や木津川はどん

な川、源氏物語に登場する花など楽しめる展示物になる予定です。楽しみにしてください。 



 

●里山農園春先の植え付け計画検討でジャガイモの作付け計画を考えております。 

ジャガイモについては昨年も一昨年もしっかり種イモを植え付けるのですが思ったほどの収穫や

販売売り上げにつながっておらずかなり骨折り損になっているのではないかとの意見ありました。

適地適作なのかどうかが提起されました。次回の事務局会議にデーターを出して検討することにな

りました。収穫したジャガイモの購入を希望される会員さんがおいでになるとの発言もございまし

た。植え付けたらできるものでもなく、やはり適地適作を見極めての作付けが必要だと思います。 

 

●カスミサンショウウオの生育環境条件 2年間の資料・・測定記録分が溜まっている 

今年度は 12月に生育池に土砂が流入したので除去作業を行った関係なのかカスミサンショウウオ

がまだ見つかっていないとの報告がありました。いつもだと 1月末には生態が発見されているはず

なのですが、今年は気候の変動が異常なのか発見が遅いようにみられます。少し気になるところで

す。これまで約 3年間にわたって水温や水位等を自動測定してきました。この記録データーの活用

方法が見つからず、宝の持ち腐れ状態になっているようです。普賢寺の気象状況データーとして見

える化しておくべきかと思います。 

 

●今年ニホンミツバチ里山農園付近で養蜂決定 

2020 年の 4 月頃田辺地区の安岡さんが里山農園でニホンミツバチを養蜂したいとの申し出があり

ました。突然のお話だったので、慌ててハチについて学習すると危害を加えないならば安心だとこ

とが解り、養蜂を許可することになりました。しかしニホンミツバチは全く自然界に存在するもの

で人間が近づいたり、臭いがするとなかなか営巣しないものらしく昨年は見事に失敗だったと報告

されました。今年はこれを教訓にしたいとの申し出だったので各方面から意見がありましたが、イ

ノシシ柵の外で、ハイキングコースから外れた場所ならと行っていただいても結構との結論にいた

りました。 

 

●里山の会の木炭と木酢液価格を決定ました。 

ある方から木炭を利用したいとの要望がありましたので、炭は 1 ㎏当たり 200 円 木酢液は 500

㏄当たり 200 円で、大口利用の場合で 10ℓ になれば 1000 円の単価で協力金をいただくことに決ま

りました。みなさまで大いに活用していただきたいと思います。天然の殺虫剤として非常に有効だ

と評判をいただいてきました。数量に限度がありますので、売り切れごめんとなりますのでその節

はご了承ください。 


